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　各ページにSPコードを載せました。SPコードとは、このコードの中に文字情報を記録することができ、専用の
読取機で読み取ると本紙の内容を「音声で聞く」ことができます。これにより、高齢者や目の不自由な方にもこの
広報紙の情報をご提供できるようになります。(携帯電話で読み取るQRコードではありません｡）
　SPコードをご利用した方がいらっしゃいましたら、千種区社会福祉協議会(TEL.763-1531)までご連絡ください｡

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

SPコード

■賛助会費 ■申込方法

「誰もが安心して暮らせる千種区」をいっしょに進めてみませんか？ 

お申込
完了

組長や区政協力委員さんなど

町内の役員さん
または千種区社会福祉協議会

民生委員・児童委員さんなどが

賛助会費を受け取りに
お伺いします

誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、賛助会員を広く募集します。

ご賛同いただいた賛助会費は、皆様の身近なところで下記のような事業に使われています。

法人・団体
会員

個人会員
（年間）1口
500円
（年間）1口
5,000円

＊昨年度会員になっていらっしゃる方は、申込の必要はありません。（別途、民生委員児童委員さんなどがお伺いし、ご協力をお願いします。）

平成22年度 賛助会員募集平成22年度 賛助会員募集

楽しく体操らくらく広場 ボランティア情報紙「ティアラ」・
「はなみずきのまちだより」発行

学区地域福祉推進協議会への助成
（詳しくは４ページをお読みください）

目の不自由な方のための広報なごやの
点訳版・録音テープ版の作成
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　千種区社会福祉協議会では、平成２２年度におきましても地域のみなさまと共に「誰もが住みやすい
福祉のまちづくり」を目指して、地域のみなさまからの賛助会費や寄付金、共同募金の配分金などを貴
重な財源として、さまざまな事業をすすめていきます。みなさまのご理解・ご協力をお願いいたします。

千種区社会福祉協議会
平成２２年度 事業計画のあらまし

千種区社会福祉協議会
平成２２年度 事業計画のあらまし

地域福祉活動計画の推進
第２次地域福祉活動計画の推進

ボランティア活動の推進
ボランティアセンターの運営
（相談、登録、需給調整、活動保険等）
ボランティア連絡協議会の運営支援
ボランティア・ＮＰＯ応援助成事業の実施 など

広報・啓発
広報紙「はなみずきのまちだより」の発行
千種区社協フェスティバルの開催 など

地域福祉財源の確保
賛助会員の募集、赤い羽根共同募金
運動への協力、寄付金の募集 など

地域の福祉ネットワークづくり・
住民による福祉活動の推進
地域福祉推進協議会への助成・活動支援
ふれあい給食サービス事業への助成、
活動支援 など

赤い羽根共同募金配分金による
地域福祉活動への助成、支援
区内福祉団体が実施する地域福祉活動への助成
子育てサロンへのサンタクロース
（ボランティア）派遣 など

高齢者・障がい者・低所得世帯等の援助
生活福祉資金の貸付（県社協協力事業）
寝具クリーニングサービス事業の実施 など

千種区西部地域包括支援センターの
運営（市受託事業）

高齢者の生きがいづくりと
地域活動参加の促進
高齢者はつらつ長寿推進事業の実施（市受託事業）
楽しく体操らくらく広場の開催 など

千種区在宅サービスセンターの運営

介護保険による在宅福祉サービスの実施
通所介護（デイサービス）事業の実施
市社協介護保険事業所
（訪問介護、居宅介護支援事業）への運営協力

①

③

④

⑤

②

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

収入 会費収入 7,571
寄付金収入 3
補助金収入 5,046
助成金収入 44,346
受託金収入 2,359
事業収入 272
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 12,827
介護保険収入 61,563
雑収入 512
借入金償還補助金収入 10,472
その他 125
前期繰越金 16,676
収入合計 161,972

（千円）

支出 人件費支出 76,131
事務費支出 7,588
事業費支出 29,403
助成金支出 21,270
負担金支出 265
借入金償還支出 10,672
積立預金支出 10,002
その他 4,521
予備費 2,120
 
 
 
 
支出合計 161,972

（千円）

平成22年度 予算のあらまし
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５月２８日(金)までに所定の申請書類を提出
していただきます。
(申請書類は､本会･区役所等にあります｡)
助成時期は、７月上旬を予定しています｡

◉第１次審査：書類審査
◉第２次審査：公開プレゼンテーション
第１次審査通過団体には、平成２２年７月
４日(日）午後１時３０分から、１団体
５分程度の公開プレゼンテーションを行
っていただきます。

◉第３次審査：助成額の査定
第２次審査終了後、その結果を基に助成
額を決定します。

～赤い羽根共同募金配分金を活用した一般公募助成～
　千種区内で活動する非営利の団体が、地域福祉推進の視点から「誰もが安心して
生活できる福祉のまちづくり」を目指す事業に対して助成します。
　新しいことにチャレンジするチャンスです!!  たくさんのご応募、お待ちしています｡

１００万円

昨年の第２次審査会
（公開プレゼンテーション）の様子

昨年の交流会の様子

区内で活動するボランティアグループ
または特定非営利活動法人

地域福祉推進の視点から ｢誰もが安心して生活
できる福祉のまちづくり｣を目指す事業で､平
成２２年７月５日から平成２３年３月３１日ま
でに、原則千種区内で実施するものに対して助
成します｡

総額１００万円
ボランティアグループ
　総額５０万円(１団体につき最高１０万円)
特定非営利活動法人
　総額５０万円(１団体につき最高２０万円)

ボランティア・ＮＰＯ応援助成
　申請団体募集!!
ボランティア・ＮＰＯ応援助成
　申請団体募集!! 総

額

対 象 団 体 方　法

対 象 事 業

助 成 金 額

千種区社会福祉協議会
ボランティアセンター

電話 ７６３－１５３６

団体同士の交流会も開催します！
新しい出会いの輪を広げましょう!!

詳しい内容は下記まで
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  第１回　千石学区地域福祉推進協議会
「ふれあいいきいきサロン ３あいお茶飲み会」

ここが
ポイント!!!

「推進協」の活動についてご意見・ご質問がございましたら本会まで
　お問い合わせください。　TEL ７６３-１５３１

　今号から、皆さんのお住まいの小学校区を単位として地域福祉活動を担っている「地域福祉推進協議会」(略して
推進協）が千種区内で行っている様々な事業をご紹介していきます。記念すべき第１回目は、いまや県内だけでな
く県外からもこの事業を見学に訪れ、全国的に有名なサロンとなった、千石学区の「３あいお茶飲み会」です｡

　｢であい｣･｢ふれあい｣･｢ささえあい」の「３あい」をテーマに、千石コミュニ
ティーセンターを会場として「毎週１回」「高齢者と子育て中の親子を対象」に
行っているサロンです。このサロンの特徴は、育児中の親子と高齢者が同じフロア
に集って行われる「共生型のサロン」ということです。地域のつながりが希薄に
なっていると言われる中、週に１回というペースで、毎回100名近くの世代を超え
た地域住民が集える、他に類を見ない大変有名なサロンとなっています｡

　子ども達が気持ち良さそうに眠ったり、元気に走り回っている横では、子育て
中の母親たちが育児の悩みを相談し合ったり、一方高齢者は小物づくりや健康体
操など行います。他にはハーモニカや大正琴の演奏にあわせて歌を歌ったり、保
健師による健康・育児相談の日があったり、季節に合わせた行事（鏡開き、節
分、ひなまつり、七夕、敬老の日、クリスマス）を行ったりと様々な取り組みが
されています。

　運営は、毎週参加するボランティアさんの他に、学区連絡協議会、民生委員児童委員協議会、女性会、
老人クラブ、更生保護女性会の５団体が当番制でボランティアを行っています。５団体からそれぞれ約
10名の協力があり、年間50回近く実施をしても、一人２回のボランティアとしての参加になります。
地域ぐるみで運営に関わり、運営者一人ひとりの負担を減らすことで、継続的な実施ができているのです｡

　高齢者が行う小物づくりは、推進協会長の中條さんとお二人のボランティアさんによって、人数分の
材料が用意されています。参加者の方に楽しんでいただけるよう工夫を凝らしたり、少しでも安く準備
できるよう店を探して回り、材料を揃えたりすることは、とても手間のかかることです。しかし中條会
長は「自分が育った地域への恩返しだと思って、サロンのために骨折る存在が必要」と話され活動を続
けられています。中條さんのように事業の核となる方を中心に､「地域のため｣「地域住民のため」とい
う想いで楽しんで自主的にボランティアを行っている方が多いと感じます。

※地域福祉推進協議会…… 誰もが安心して暮らせるまちづくりを、地域住民全体で進めていくために設置された団体。
 主な構成員は、区政協力委員会・民生委員児童委員協議会等
※サロン…………………… 家に閉じこもりがちな高齢者などが、身近な場所に出かけ、仲間づくりや生きがいづくりを行う場。

頑張ってます頑張ってます

推 進 協推 進 協

どんな
　　事業？

どんな事が
行なわれて
いる？

その
１ 運営は学区の各種団体が協力して

その
２ 「自分が育った地域への恩返し」という気持ちで

３あいお茶飲み会は
運営面にも大きな特徴があります。

シリーズ
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千種区社会福祉協議会では、区内の小・中学校等を対象に
福祉教育と職業体験事業を実施しています。

福祉教育・職業体験事業を行っています!!

下記のプログラムを中心に体験学習を行っています。

項　目 内　　　容

車いす体験

手話

点字

高齢者疑似体験

盲導犬

アイマスク体験

身体障がいのある方からの講話や車いすの使い方や操作について学びます。

高齢者疑似体験セットを使用し、高齢者の身体の変化について学びます。

～事業に参加された生徒さんの感想～

聴覚障がいのあるメンバーも参加し、聴覚障がい者の生活やコミュニケー
ションの仕方について学習します。その中で手話についても学習します。

　平成21年度は、区内小学校９校・中学校２校において29のプログラムを実施しました。参加した生徒数
は、2,370名となりました。体験を通じて、福祉について学ぶきっかけになったのではないでしょうか。今
後も多くの小・中学校において、福祉について学んでいただき、誰もが安心して生活できる千種区を目指し
ていきたいと考えております。

　福祉の現場を見てもらい、実際に職
場を体験してもらう事業を行っていま
す。平成21年度においては、中学校3
校・高校1校から14名の生徒さんが参
加しました。デイサービスでは、ご利
用されているお客様とお話をしたり、
レクリエーションの企画・運営を実際
に体験してもらいました。

【中学 1年生（女子）】 
　お年寄りの方にどのよ
うに接すればよいのか疑
問を自らの中で解決する
ことができました。「福祉」
「介護」の仕事に大変興味
がわいていきました。

【 中学 1年生（男子）】
　仕事の大変さや介護の
大切さを知ることができ
ました。レクリエーショ
ンを準備してお客様に喜
んでもらえてうれしかっ
たです。

点字について学習をし、生徒一人ひとりに点字版を貸し出し、実際に
点字で名刺作成など体験を行います。

盲導犬について、ビデオや盲導犬協会の方の話を聞き、生徒が盲導犬と
一緒に歩行体験を行います。

視覚障がいのある方のお話を聞き、
実際にアイマスク体験を行い視覚障がいについて理解します。

福祉教育

職場体験事業

▲歩行体験（盲導犬）の様子▲車いす体験の様子

「福祉教育・職業体験事業」を希望されます学校・企業等ございましたら本会まで
　お問い合わせください。　TEL 763‒1531



　昨年６月に第２次活動計画を公表してから、計画
策定に関わった策定委員のみなさんを中心に第２次
地域福祉活動計画推進委員会を発足し定期的に話し
合いをすすめています。今回は、計画の実施項目⑥
『ふれあいネットワーク活動の推進』について報告
します。
　2月26日（金)、地域（学区）の福祉向上を目的
に日ごろから活動されている地域福祉推進協議会の
会長はじめ構成員のみなさんを対象に連絡会を開催
しました。『ふれあいネットワーク活動の推進』に
ついて活動事例を紹介し、推進協のみなさんに第２次地域福祉活動計画推進への協力をお願いし
ました。また、グループに分かれて推進協活動の現状について情報交換をしていただき、参加者
から「他学区の状況がわかり参考になった」「この場で得た情報を自分の学区で活かしたい」等
の意見が出ました。

皆さまからご協力いただいた共同募金は、地域の福祉活動の様々な場面で
役立てられています。ここでは､共同募金の使いみちをご紹介します。

～共同募金の使いみちの紹介コーナー⑱～

　｢学童保育所」は、共働きなどで学校から帰宅しても保護者が

留守の小学生の子どもたちが、毎日の放課後の生活を安心して

送るための施設です。千種区学童保育連絡協議会では、会に加

盟している区内の１３学童保育所に対して、毎年赤い羽根共同

募金を財源として図書カードの贈呈事業を行っています。贈呈

された図書カードは、各学童にて絵本の購入などに充てられ有

効的に活用されています。このように赤い羽根共同募金が、児

童の健全育成に役立てられています。

　お寄せいただきました共同募金は、愛知県共同募金会でまとめられ、
約８割が千種区の地域福祉の向上に、約２割が県内の社会福祉施設の
整備や団体の事業に役立てられています。

★第２次地域福祉活動計画★
　～つながる ・ ひろがる ・ かよいあう～

進捗状況実施2年目を迎えます

千種区学童保育連絡協議会
　　　　　　「図書カード贈呈事業」

図書カード

図
書
カ
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認知症高齢者を介護するご家族を対象に、以下の事業を実施します。

〜みなでお話しませんか？〜

日頃の介護の悩みや不安を話し合う交流会や情報交換などを行います。
開催日 毎月1回程度
時　間 西部（午前10時から午後1時）ご希望の方のみお弁当を注文します。（自費）
 東部（午後1時半から3時半）

家族サロン（憩いの場）

名古屋市　認知症高齢者を介護する家族支援事業

参加費無料

 開催月 西　部 東　部
 4月 19日（月) 22日（木）
 5月 17日（月） 20日（木）
 6月 21日（月） 17日（木）
 7月 26日（月） 15日（木）
 8月 23日（月） 26日（木）
 9月 27日（月） 16日（木）

〜あれ？何だかおかしいなと思ったら〜 

認知症の症状や治療についてお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。
開催日　毎月1回程度
時　間　午後2時から3時半　予約制（1回3名まで）

医師（もの忘れ相談医）の専門相談

〜忘れても大丈夫　安心して暮らせるまちづくり〜 認知症に関する普及啓発
認知症の方が住みなれた地域で自分らしく暮らすためには、ご家族だけでなく地域にお住まいの方々の理解や
支えが必要です。地域包括支援センターでは認知症に関する普及啓発のため、「認知症サポーター養成講
座」を実施します。
開催日　毎月1回程度
時　間　午後2時から3時半

認知症サポーターとは…
「認知症サポーター養成講座」を受講し、 
認知症についての正しい知識を持った、
認知症の方やご家族の応援者です。

 開催月 西　部 東　部
 4月 16日（金） 20日（火）
 5月 21日（金） 18日（火）
 6月 18日（金） 15日（火）
 7月 16日（金） 20日（火）
 8月 20日（金） 17日（火）
 9月 17日（金） 21日（火）

 開催月 西　部 東　部
 4月 21日（水) 15日（木)
 5月 19日（水) 27日（木)
 6月 16日（水) 24日（木)
 7月 21日（水) 22日（木)
 8月 18日（水) 12日（木)
 9月 15日（水) 30日（木)

認知症
サポーターの目印
認知症
サポーターの目印
認知症サポーターになると
オレンジリングがもらえます

デイサ
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。

うちの母もそうしてくれると安心だわ。

最近うちの父は
デイサービスに
行き始めたわ。
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【応募方法】ハガキにクイズの答えと広報紙「はなみずきのまちだより」の感想を
お書きください。住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ千種区社会福祉協議
会「社協クイズ」係まで。締切は５月１日(土)とさせていただきます。

　皆さまからいただいた寄付金等は千種区の地域福祉の推進に
活用させていただきます。ありがとうございました。

社会福祉法人
名古屋市千種区社会福祉協議会
（千種区在宅サービスセンター内）

〒464-0825／名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１
●お問い合わせ先
電話 【代表】052-763-1531
 【ボランティアセンター】052-763-1536
 【千種区西部地域包括支援センター】052-763-1530
FAX 052-763-1547
ホームページ      　 http://www.chikusa-shakyo.jp

●公共交通機関のご案内 市バス 金山11号系統（金山-池下) •••••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 栄16号系統（栄-名古屋大学) •••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 名駅17号系統（名古屋駅-名古屋大学) •••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 千種巡回系統（地下鉄自由ヶ丘-地下鉄自由ヶ丘) •• 田代本通 下車徒歩5分

地下鉄 東山線「覚王山」4番出口  または  東山線・名城線「本山」4番出口 下車徒歩10分

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

駐車場がございませんので、
公共交通機関をご利用ください。

千種区
社会福祉
協議会

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

社 協
しゃきょう ①コロン　　　②サロン　　　③ガロン

☆正解者の中から抽選で１０名に記念品をプレゼントします。

Ｑ. ４ページの推進協特集で紹介している“３あいお茶飲み会”は、育児中の
 親子と高齢者が同じフロアに集まって行なわれる「共生型○○○」です。

 ○○○に入るのは何でしょうか。？

「千種区の福祉に役立ててください」と善意の寄付をいただきました。

善意の小箱善意の小箱
＜平成22年２月１日～平成22年３月19日＞

●匿名 ３件 様　

※最寄のご都合のよいセンターへお越しください。申し込み、お問合せはこちらへ

西部地域包括支援センター TEL.７６３－１５３０　東部地域包括支援センター TEL.７８１－８３４３

〜学びながら交流しませんか〜 認知症の家族教室
認知症に関する知識・介護方法などの講話、介護経験者との交流会などを
行います。
開催日　毎月１回程度（６回コース） 　時 間　毎回午後1時半から3時半

 回数 西　部 東　部 　　　　　　内　　容 　　　　　講師&担当者
 １回目 4/22（木） 4/16（金） ようこそ家族教室へ 地域包括支援センター職員
 ２回目 5/13（木） 5/14（金） 認知症について正しく理解しよう 黒川医院院長黒川先生
     （千種区認知症地域連携の会代表世話人）

 ３回目 5/27（木） 6/11（金） 介護保険サービスなどについて知ろう 地域包括支援センター職員
 ４回目 6/10（木） 7/16（金） 認知症の方へのかかわりについて学ぼう 認知症介護指導者などの介護経験者
 ５回目 6/24（木） 8/20（金） 介護体験を聞こう 認知症の人と家族の会 
 ６回目  7/8（木） 9/17（金） 今後の仲間づくり 地域包括支援センター職員

(８)はなみずきのまちだより　第46号


